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まず，人工気象器内で栽培したコシヒカリ（Oryza sativa L. cv. Koshihikari）に対
する各色 LED 光源（近紫外・青・緑・黄緑・黄・赤色）の出穂遅延への影響を，開花
誘導遺伝子 Hd3a の発現による推定から評価した．LED 光源を一般的な防犯灯の照度
である 5 lxで照射した場合では，青，緑色光は影響が小さく，近紫外，黄緑，黄，赤色
光では影響が大きかった．また，発光制御（パルス発光周波数・デューティ比）を行っ

























スの診断について，葉内水分ポテンシャル（Leaf Water Potential, LWP）を指標とし，
近赤外分光法による非破壊・簡易で迅速な診断を行った． 
供試作物をウンシュウミカン（Citrus unshiu Marc.）とし，圃場にて近赤外分光法





推定範囲に対して約 1 %の誤差と小さく，予測の平均 2乗誤差（RMSEP）が 0.15 MPa
と高精度であり，全栽培期間を通して診断に十分な LWP範囲を推定することが可能であ
った．また，本推定手法を用いて特定の栽培期間や測定時期に応じた LWPの指標を個々
に作成することで，RMSEP 0.01 MPaとさらに高精度な推定が可能であった．このよう
に，近赤外分光法は，ウンシュウミカン葉の LWP推定において，非破壊・簡易で迅速な
診断技術であると示唆された． 
以上のように，LED 光源の開発でより狭い波長域の光照射や発光制御が可能となっ
たこと，つまり分光放射技術の発展は，イネ光害回避型照明の開発を可能とした．また，
近赤外分光法における装置の小型化や解析ソフトの普及，つまり分光測定技術の発展は，
カンキツ樹体の非破壊かつ迅速で簡易な水分ストレス診断を可能とした． 
